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背
景

徳
島
大
学
は
、
特
徴
あ
る
研
究
を
推

進
し
、
世
界
の
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
の
研
究

を
行
う
こ
と
の
で
き
る
「
研
究
型
大

学
」
に
な
る
こ
と
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。

一
口
に
研
究
と
言
っ
て
も
、
多
く
の
分

野
が
あ
り
ま
す
。
基
本
的
に
、
大
学
で

は
産
業
に
直
ぐ
に
結
び
着
く
研
究
で
は

な
く
、
知
的
好
奇
心
を
満
た
す
研
究

を
行
い
、
そ
の
中
か
ら
将
来
、
世
の
中

を
変
え
る
科
学
技
術
を
生
み
出
す
、
つ

ま
り
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
生
じ
る
た
め

の
基
礎
的
な
研
究
を
主
に
行
っ
て
い
ま

す
。
も
ち
ろ
ん
、
産
業
に
直
接
結
び
つ

く
研
究
は
、
企
業
と
共
同
研
究
し
て
い

ま
す
し
、
必
要
が
あ
れ
ば
大
学
発
の
ベ

ン
チ
ャ
ー
企
業
を
起
業
す
る
こ
と
も
し

て
い
ま
す
。
一
方
、
基
礎
研
究
は
直
ぐ

に
は
、
実
用
化
で
き
な
い
た
め
に
日
本

の
政
府
か
ら
の
支
援
に
よ
り
、
税
金
を

投
入
し
て
大
学
で
研
究
を
行
っ
て
い
ま

す
。
直
ぐ
に
は
実
用
化
に
結
び
つ
く
か

ど
う
か
わ
か
ら
な
い
研
究
を
常
に
行
っ

究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
発
展
し
、
大
型
の

研
究
費
を
外
部
か
ら
獲
得
で
き
る
と
研

究
力
も
さ
ら
に
ア
ッ
プ
し
ま
す
。

ま
た
、
平
成
18
年
度
か
ら
若
手
研
究

者
学
長
表
彰
制
度
を
実
施
し
て
い
ま

す
。
若
手
研
究
者
の
研
究
能
力
の
向
上

を
図
る
と
と
も
に
、
若
手
研
究
者
の
研

究
に
取
り
組
む
意
欲
（
イ
ン
セ
ン
テ
ィ

ブ
）
を
上
げ
、
若
手
研
究
者
が
自
立
し

て
研
究
で
き
る
環
境
の
整
備
を
促
進
す

る
こ
と
を
目
的
と
し
、
特
に
優
れ
た
若

手
研
究
者
を
表
彰
し
、
研
究
支
援
費

1
0
0
万
円
を
授
与
す
る
も
の
で
す
。

平
成
24
年
度
は
40
歳
未
満
の
若
手
研
究

者
5
名
を
表
彰
し
ま
し
た
（
表
4
参
照
）。

　
　
　
今
後
の
展
開

徳
島
大
学
の
研
究
力
を
上
げ
る
た
め

に
は
、
少
な
い
予
算
を
徳
島
大
学
の

特
徴
を
出
せ
る
研
究
に
資
金
を
集
中

し
、
サ
ポ
ー
ト
し
て
特
徴
の
あ
る
研
究

型
大
学
に
し
て
ゆ
か
ね
ば
な
ら
な
い
と

考
え
て
い
ま
す
。
一
方
で
、
課
題
解
決

型
研
究
も
サ
ポ
ー
ト
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
の
も
事
実
で
、
戦
略
的
な
研
究
支

て
い
な
い
と
、
大
き
な
発
展
は
決
し
て

有
り
得
な
い
の
で
す
。

実
際
、
2
0
1
2
年
度
の
ノ
ー
ベ

ル
医
学
・
生
理
学
賞
を
受
賞
し
た
山
中

伸
弥
教
授
の
i
P
S
細
胞
の
研
究
は
、

胚
性
幹
細
胞
（
E
S
細
胞
）
の
基
礎
研

究
か
ら
生
ま
れ
て
い
ま
す
。
毎
年
、
多

く
の
研
究
者
は
、
自
分
が
行
い
た
い
研

究
を
計
画
し
、
文
部
科
学
省
に
申
請

し
ま
す
。
そ
の
研
究
費
は
、
科
研
費

（
科
学
研
究
費
補
助
金
）
と
呼
ば
れ
ま
す
。

厳
正
な
審
査
の
後
に
、
応
募
者
の
中
か

ら
約
20
～
30
％
の
研
究
者
に
配
分
さ
れ

ま
す
。
科
研
費
の
各
研
究
機
関
へ
の
配

分
件
数
（
上
位
30
機
関
）
は
、
毎
年
文

部
科
学
省
か
ら
発
表
さ
れ
ま
す
（
表
１

参
照
）。
徳
島
大
学
の
科
研
費
採
択
件

数
は
、
23
位
で
す
。
現
在
、
国
立
大
学

法
人
は
86
校
あ
り
ま
す
が
、
大
学
の
規

模
が
同
じ
で
は
な
い
の
で
、
科
研
費
の

獲
得
件
数
が
直
接
研
究
力
を
反
映
す
る

わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
実
際
、
大
学

の
設
置
の
歴
史
的
背
景
か
ら
、
大
学
の

グ
ル
ー
プ
分
け
が
あ
り
、
旧
帝
国
大
学

系
、
旧
六
医
科
大
学
系
、
旧
官
立
大
学

教
育
系
、
旧
官
立
大
学
商
業
系
、
旧
官

立
大
学
工
業
系
、新
八
医
科
大
学
系（
こ

こ
ま
で
で
26
大
学
）
に
分
か
れ
て
い
ま

す
。
徳
島
大
学
は
新
八
医
科
大
学
系
に

属
し
て
い
ま
す
。
こ
の
グ
ル
ー
プ
分
け

と
科
研
費
採
択
件
数
は
非
常
に
良
い
相

関
を
示
し
て
い
ま
す
。
つ
ま
り
、
大
学

の
総
合
的
な
研
究
力
は
国
か
ら
配
分
さ

れ
る
運
営
費
交
付
金
の
額
に
よ
り
、
大

ま
か
に
は
決
ま
っ
て
い
る
こ
と
を
示
し

て
い
ま
す
。
戦
後
65
年
以
上
経
過
し
て

も
、
こ
の
世
界
に
い
わ
ゆ
る
下
克
上
は

生
じ
て
い
な
い
の
で
す
。
こ
の
よ
う
な

限
ら
れ
た
条
件
の
中
で
、
徳
島
大
学
の

研
究
力
を
上
げ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の

で
す
。

世
界
的
レ
ベ
ル
の
研
究
を
遂
行
す
る

に
は
高
度
な
実
験
装
置
と
高
度
な
情
報

処
理
装
置
が
不
可
欠
な
時
代
と
な
っ
て

い
ま
す
の
で
、
あ
る
一
定
レ
ベ
ル
の
研

究
費
が
な
い
と
世
界
と
戦
え
る
研
究
は

で
き
な
く
な
っ
て
い
ま
す
。
多
く
の

研
究
が
個
人
の
努
力
だ
け
で
、
何
と
か

世
界
と
戦
っ
て
ゆ
け
る
時
代
で
は
な
く

な
っ
て
い
ま
す
。
従
っ
て
、
研
究
力
を

上
げ
る
た
め
に
は
、
少
な
い
研
究
費
を

有
効
に
利
用
す
る
だ
け
で
な
く
、
文
部

科
学
省
以
外
か
ら
も
研
究
費
を
獲
得
す

る
こ
と
が
必
要
で
す
。

　
　
　
研
究
力
を

　
　
　
ア
ッ
プ
す
る
た
め
の
戦
略

徳
島
大
学
で
は
、
基
本
的
に
外
部
資

金
を
獲
得
す
る
た
め
の
戦
略
と
し
て
、

大
学
か
ら
支
援
を
す
れ
ば
外
部
資
金
が

獲
得
で
き
る
可
能
性
の
あ
る
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
を
選
択
し
て
、
重
点
的
に
支
援
し

て
い
ま
す
。
現
在
、
徳
島
大
学
の
革
新

的
特
色
研
究
と
し
て
支
援
し
て
い
る
研

究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
４
つ
あ
り
ま
す
。

（
表
２
参
照
）

さ
ら
に
、
将
来
的
に
外
部
資
金
を
獲

得
す
る
こ
と
が
で
き
る
可
能
性
の
あ
る

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
、
学
内
か
ら
応
募
の

あ
っ
た
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
つ
い
て

研
究
戦
略
室
に
て
審
査
し
、
パ
イ
ロ
ッ

ト
事
業
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
し
て
研
究

を
支
援
し
て
い
ま
す
。
公
募
す
る
研

究
区
分
に
は
3
種
類
あ
り
、
特
色
研
究
、

未
来
発
達
型
、
国
際
共
同
研
究
と
し
て

い
ま
す
（
表
３
参
照
）。
こ
れ
ら
の
研

援
が
必
要
で
す
。
現
在
、
一
般
財
団
法

人 

藤
井
節
郎
記
念
大
阪
基
礎
医
学
研

究
奨
励
会
の
ご
寄
付
に
よ
り
、
藤
井
節

郎
記
念
医
科
学
セ
ン
タ
ー
を
建
設
中
で
、

平
成
25
年
度
に
は
完
成
し
ま
す
。
ま
た
、

徳
島
県
地
域
の
農
林
水
産
業
の
発
展
の

た
め
に
、
農
工
商
連
携
セ
ン
タ
ー
を
平

成
24
年
度
に
設
置
し
ま
し
た
。
こ
の
よ

う
な
セ
ン
タ
ー
を
さ
ら
に
発
展
さ
せ
る

た
め
に
は
、
寄
付
講
座
や
共
同
研
究
講

座
を
設
置
し
、
外
部
資
金
を
獲
得
し
研

究
を
推
進
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
の
で
、

ご
協
力
の
ほ
ど
お
願
い
致
し
ま
す
。

特 集 徳島大学の研究力

表1

表2

表3

表4

1

2

3

研究者が所属する

研究機関別配分件数 上位30機関
（平成24年度　新規採択＋継続分）

         機関名

  1  東京大学
  2  京都大学
  3  大阪大学
  4  東北大学
  5  九州大学
  6  北海道大学
  7  名古屋大学
  8  筑波大学
  9  広島大学
10  神戸大学
11  慶應義塾大学
12  東京工業大学
13  岡山大学
14  早稲田大学
15  千葉大学
16  （独）理化学研究所
17  金沢大学
18  新潟大学
19  熊本大学
20  東京医科歯科大学
21  長崎大学
22  日本大学
23  徳島大学
24  信州大学
25  （独）産業技術総合研究所
26  立命館大学
27  鹿児島大学
28  山口大学
29  群馬大学
30  愛媛大学
●文部科学省作成の資料を基に本学で作成

採択件数

3,635 
2,853 
2,624 
2,504 
1,846 
1,765 
1,643 
1,224 
1,075 

990 
979 
860 
851 
816 
816 
715 
710 
678 
625 
570 
553 
546 
525 
494 
485 
470 
454 
453 
450 
441 

革新的特色研究プロジェクト
部局名

大学院ヘルスバイオサイエンス
研究部（医学系）

大学院ソシオテクノサイエンス
研究部

疾患プロテオゲノム研究
センター

疾患プロテオゲノム研究
センター

研究代表者名と研究プロジェクト 

教授 松本 俊夫   
抗老化のための栄養科学と骨疾患克服

顧問 木内 陽介   
LEDによるライフ・イノベーション 

教授 髙濵 洋介   
分子イメージング手法を導入した免疫疾患克服

教授 親泊 政一   
糖尿病およびその関連疾患克服 

平成24年度 徳島大学パイロット事業支援プログラム（研究支援事業）採択研究プロジェクト一覧

平成24年度 徳島大学若手研究者学長表彰者

研究代表者名

教授　　田中 栄二

教授　　大政 健史

教授　　今井 昭二

准教授　石田 竜弘

准教授　小迫 英尊

教授　　片桐 豊雅

教授　　伊藤 孝司

助教　　近久 幸子

教授　　斎藤 博幸

教授　　峯岸 克行

教授　　安友 康二

教授　　森賀 俊広

教授　　大髙  章

部局名

大学院ヘルスバイオサイエンス
研究部（歯学系）

大学院ソシオテクノサイエンス
研究部

大学院ソシオ・アーツ・アンド・
サイエンス研究部

大学院ヘルスバイオサイエンス
研究部（薬学系）

疾患酵素学研究センター

疾患プロテオゲノム
研究センター

大学院ヘルスバイオサイエンス
研究部（薬学系）

大学院ヘルスバイオサイエンス
研究部（医学系）

大学院ヘルスバイオサイエンス
研究部（薬学系）

疾患プロテオゲノム
研究センター

大学院ヘルスバイオサイエンス
研究部（医学系）

大学院ソシオテクノサイエンス
研究部

大学院ヘルスバイオサイエンス
研究部（薬学系）

採択初年度

H22

H23

H24

特 

集

研究課題名

RNA干渉法による疾患関連遺伝子機能解析と
治療法の開発

細胞内蛋白質の品質管理機構の解明と
蛋白質医薬品生産への応用

四国源流域における水と緑と食のグリーン・イノベーション

オキサリプラチン含有リポソーム医薬品化研究

プロテオミクスを利用したキナーゼターゲットの網羅的同定と生理機能の解明

次世代型高速シーケンサーを用いた難治性疾患関連遺伝子の
同定およびその機機能解析

ネオバイオメディシンの開発と創薬・医療への応用

胎内環境ホメオスタシスの崩壊が代謝・脳機能に及ぼす影響

ナノバイオ医薬品をターゲットとしたレギュラトリーサイエンス研究基盤の構築

病態プロテオゲノム研究の始動と推進

疾患克服と予防を目指したインビボ実験医学の日韓共同研究

地熱・熱水資源の有効利用に向けた材料化学及び
化学工学的国際共同アプローチ

アカデミア創薬研究教育拠点形成に向けた基盤整備事業

研
究
担
当
理
事 

副
学
長  

野
地 

澄
晴 

（
の
じ 

す
み
は
れ
）

 

徳
島
大
学
の

研
究
力研究区分

部局名 / 氏名

大学院ヘルスバイオサイエンス研究部（医学系）
助教　沼田 周助
大学院ヘルスバイオサイエンス研究部（医学系）
講師　堤　保夫
大学院ヘルスバイオサイエンス研究部（医学系）
助教　藤本 憲市
大学院ヘルスバイオサイエンス研究部（薬学系）
准教授　竹内 政樹 

大学院ソシオテクノサイエンス研究部
講師　堀河 俊英

研究課題名

統合失調症のips由来神経細胞を用いた
エピゲノム解析

虚血再潅流障害に対する細胞膜特殊構造を介した
心筋保護作用とそのメカニズムの解明

非線形数理科学に基づいた医用機器開発に
関する研究

大気汚染物質自動分析装置および
ポストカラム濃縮器等の開発

気相吸着に関する基礎的研究とそれを利用した
ヒートポンプ用機能性吸着剤の開発

未来発達型

未来発達型

未来発達型

未来発達型

未来発達型

国際共同
研究

国際共同
研究

未来発達型

未来発達型

特色研究

特色研究

特色研究

特色研究



4 3

地
球
上
に
は
様
々
な
生
物
が
存
在
し
、

そ
の
形
態
は
驚
く
ほ
ど
多
様
性
に
富
ん

で
い
ま
す
。
多
細
胞
か
ら
な
る
生
物
の

形
は
、
い
ず
れ
も
種
ご
と
に
決
ま
っ
た

形
づ
く
り
の
仕
組
み
、
つ
ま
り
発
生
プ

ロ
グ
ラ
ム
に
従
っ
て
生
み
出
さ
れ
て
い

ま
す
。
し
た
が
っ
て
、
形
態
の
進
化
は

こ
の
形
づ
く
り
の
仕
組
み
の
進
化
と
し

て
と
ら
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
多
細

免
疫
系
は
本
来
、
ウ
イ
ル
ス
や
細
菌

な
ど
の
外
敵
を
自
己
と
は
異
な
る
異
物

と
し
て
認
識
し
、
攻
撃
す
る
仕
組
み

で
す
が
、
誤
っ
て
自
分
自
身
の
正
常

な
細
胞
や
組
織
を
攻
撃
し
て
し
ま
う

と
、
I
型
糖
尿
病
や
関
節
リ
ウ
マ
チ

な
ど
の
自
己
免
疫
疾
患
が
引
き
起
こ

主
に
遺
伝
子
の
働
き
の
面
か
ら
明
ら
か

に
し
、
遺
伝
子
あ
る
い
は
ゲ
ノ
ム
（
遺

伝
情
報
の
総
体
）
の
進
化
と
の
関
係
を

理
解
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
多
く
の
学
生
さ
ん
と
共

に
、
遺
伝
子
の
働
き
を
調
べ
る
た
め
の

新
し
い
実
験
技
術
の
確
立
に
取

り
組
ん
で
き
ま
し
た
。
研
究
の

過
程
は
常
に
失
敗
と
試
行
錯
誤

の
繰
り
返
し
で
す
が
、
そ
の
中

で
新
し
い
発
見
を
し
た
時
の
喜

び
は
何
に
も
代
え
が
た
い
も
の

で
す
。
現
在
、
コ
オ
ロ
ギ
（
フ

タ
ホ
シ
コ
オ
ロ
ギ
）
の
全
ゲ
ノ
ム

解
読
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
進
め
て

お
り
、
遺
伝
子
操
作
技
術
と
組

う
抑
制
性
の
免
疫
補
助
受
容
体
の
機
能

を
欠
損
し
た
マ
ウ
ス
が
、
マ
ウ
ス
の
系

統
に
応
じ
て
様
々
な
自
己
免
疫
疾
患
を

発
症
す
る
こ
と
を
見
出
し
ま
し
た
。
こ

の
こ
と
は
、
P
D–

1
や
L
A
G–

3

が
、
自
己
の
抗
原
を
認
識
す
る
リ
ン
パ

球
を
選
択
的
に
抑
制
し
て
い
る
こ
と
を

意
味
し
ま
す
。
そ
こ
で
、
P
D–

1
や

L
A
G–

3
の
機
能
を
詳
細
に
解
析
す

る
と
と
も
に
、
新
た
な
自
己
免
疫
制
御

因
子
の
探
索
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

こ
れ
ら
の
分
子
は
自
己
免
疫
疾
患
だ
け

で
な
く
、
が
ん
や
ア
レ
ル
ギ
ー
な
ど
に

も
関
与
し
て
お
り
、
P
D–

1
の
機
能

み
合
わ
せ
る
こ
と
で
、
発
生
を
司
る
ゲ

ノ
ム
機
能
を
解
明
で
き
る
と
考
え
て
い

ま
す
。
ま
た
、
形
づ
く
り
の
仕
組
み
に

関
す
る
知
見
を
再
生
医
療
な
ど
へ
応
用

す
る
方
法
を
模
索
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

を
阻
害
す
る
抗
体
を
用
い
た
新
し
い
種

類
の
が
ん
治
療
法
も
、
治
験
が
進
ん
で

い
ま
す
。

華
々
し
く
報
道
さ
れ
る
よ
う
な
大
き

な
研
究
成
果
も
、
た
い
て
い
は
日
々
の

地
道
な
努
力
の
上
に
成
り
立
っ
て
い
ま

す
。
研
究
活
動
の
中
で
大
き
な
発
見
に

出
会
え
る
チ
ャ
ン
ス
は
必
ず
し
も
多
く

は
な
く
、
努
力
が
報
わ
れ
な
い
こ
と
も

し
ば
し
ば
で
す
が
、
長
い
時
間
と
労
力

を
か
け
、
失
敗
と
試
行
錯
誤
を
繰
り
返

し
た
末
に
鍵
と
な
る
重
要
な
結
果
を
得

た
瞬
間
の
興
奮
と
喜
び
は
格
別
で
す
。

胞
の
動
物
の
中
で
昆
虫
は
特
に
種
数
が

多
く
、
昆
虫
の
多
様
性
が
ど
の
よ
う
に

進
化
し
て
き
た
の
か
は
と
て
も
興
味
深

い
問
題
で
す
。

私
は
、
昆
虫
の
中
で
も
発
生
の
仕
方

に
原
始
的
な
特
徴
が
み
ら
れ
る
コ
オ
ロ

ギ
を
モ
デ
ル
と
し
て
、
遺
伝
子
工
学
の

手
法
を
用
い
た
発
生
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
研

究
を
し
て
い
ま
す
。
発
生
の
仕
組
み
を

さ
れ
ま
す
。
リ
ン
パ
球
は
、
標
的
（
抗

原
）
に
出
会
っ
て
も
す
ぐ
に
活
性
化
さ

れ
る
わ
け
で
は
な
く
、
そ
の
活
性
化
は

リ
ン
パ
球
の
表
面
に
あ
る
免
疫
補
助
受

容
体
と
呼
ば
れ
る
分
子
の
機
能
に
よ
っ

て
厳
密
に
制
御
さ
れ
て
い
ま
す
。
私
た

ち
は
、
P
D–

1
や
L
A
G–

3
と
い

コオロギ飼育室にて（本人最後位）

研究室のメンバーと（本人前列右端）
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遺
伝
子・ゲ
ノ
ム
の
研
究
か
ら
、

発
生
と
進
化
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
解
明
へ

自
己
免
疫
疾
患
発
症
の

メ
カ
ニ
ズ
ム
の
解
明
を
目
指
し
て

大
学
院
ソ
シ
オ
テ
ク
ノ
サ
イ
エ
ン
ス
研
究
部 

ラ
イ
フ
シ
ス
テ
ム
部
門

生
命
機
能
工
学
大
講
座 

助
教

三
戸 

太
郎 

（
み
と 

た
ろ
う
）

疾
患
プ
ロ
テ
オ
ゲ
ノ
ム
研
究
セ
ン
タ
ー 

准
教
授

岡
崎 

一
美 

（
お
か
ざ
き 

い
る
み
）
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徳
島
大
学
の

若
手

研
究
者
た
ち

私
は
、
関
心
の
あ
る
交
通
や
ま
ち
づ

く
り
に
つ
い
て
学
び
た
く
、
地
域
情

報
（
地
理
学
）
ゼ
ミ
に
所
属
し
て
い
ま

す
。
現
在
、
不
採
算
地
域
に
お
け
る
交

通
機
関
の
維
持
が
問
題
と
な
っ
て
お

り
、
私
は
、
高
齢
者
や
運
転
免
許
を
持

た
な
い
交
通
弱
者
の
た
め
の
公
共
交
通

機
関
の
あ
り
方
に
つ
い
て
研
究
し
て
い

ま
す
。
卒
業
研
究
で
は
、
今
夏
実
施
し

た
兵
庫
県
た
つ
の
市
で
の
調
査
を
踏

ま
え
、
G
I
S
（
地
理
情
報
シ
ス
テ
ム
）

分
析
を
活
用
し
て
、
公
共
性
を
維
持
し

つ
つ
、
よ
り
利
便
性
・
採
算
性
の
高
い

公
共
交
通
の
課
題
を
研
究
し
て
い
き
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

卒
業
後
は
、
学
ん
だ
様
々
な
こ
と
を

融
合
し
、
望
ま
し
い
社
会
づ
く
り
に
貢

献
で
き
る
ジ
ェ
ネ
ラ
リ
ス
ト
と
し
て
活

躍
し
て
い
き
た
い
で
す
。

私
は
、
3
･

11
よ
り
改
め
て
ト
ラ
ウ

マ
か
ら
の
回
復
へ
の
支
援
技
法
が
注
目

さ
れ
る
中
、
担
当
教
員
の
佐
藤
健
二

先
生
が
10
年
来
力
を
入
れ
て
お
ら
れ

る
、
ト
ラ
ウ
マ
の
筆
記
開
示
が
心
身
の

健
康
に
及
ぼ
す
影
響
に
つ
い
て
の
研
究

に
携
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
他
に
も
ゼ
ミ

全
体
と
し
て
、
う
つ
病
の
再
発
予
防
に

効
果
が
あ
る
と
さ
れ
る
マ
イ
ン
ド
フ
ル

ネ
ス
療
法
の
研
究
な
ど
も
行
っ
て
お
り
、

何
れ
も
臨
床
で
活
用
さ
れ
る
こ
と
を
目

標
に
ゼ
ミ
生
一
丸
と
な
っ
て
奮
闘
中
で

す
。
将
来
は
臨
床
心
理
士
と
し
て
、
研

究
室
で
培
っ
た
心
の
ケ
ア
・
テ
ク
ニ
ッ

ク
を
生
か
し
た
地
域
貢
献
が
し
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

私
は
3
年
次
の
と
き
、
医
学
研
究
実

習
で
1
年
間
、
薬
理
学
教
室
で
基
礎
研

究
に
取
り
組
み
ま
し
た
。
研
究
室
で
は
、

鉄
と
糖
尿
病
性
腎
症
の
関
係
を
テ
ー
マ

に
、
担
当
の
先
生
と
相
談
し
な
が
ら
実

験
を
進
め
ま
し
た
。
糖
尿
病
を
発
症
す

る
マ
ウ
ス
を
、
通
常
の
食
事
を
与
え
る

群
と
鉄
分
を
減
ら
し
た
食
事
を
与
え
る

群
に
分
け
、
そ
れ
ぞ
れ
の
群
の
血
液

デ
ー
タ
や
腎
病
変
の
程
度
な
ど
を
み
る

こ
と
で
、
腎
症
の
進
展
に
お
け
る
鉄

の
役
割
を
探
っ
て
い
き
ま
し
た
。
ま
た
、

翌
年
の
10
月
に
は
、
ア
メ
リ
カ
で
の
国

際
学
会
で
研
究
成
果
を
発
表
す
る
機
会

を
い
た
だ
き
、
大
変
貴
重
な
経
験
が
で

き
ま
し
た
。
お
世
話
に
な
っ
た
先
生
方

に
は
、
本
当
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。

3
年
次
に
薬
理
学
分
野
で
血
管
リ
モ

デ
リ
ン
グ
に
関
す
る
研
究
を
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
配
属
当
初
は
指
示
さ

れ
る
が
ま
ま
に
実
験
す
る
だ
け
で
し
た

が
、
実
験
を
進
め
る
う
ち
に
自
分
の
頭

で
考
え
て
探
究
心
を
も
っ
て
研
究
に
取

り
組
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
米
国
心
臓
学
会
で
研
究
発
表
し

た
際
に
は
、
自
分
の
研
究
内
容
を
海
外

の
研
究
者
に
興
味
を
持
っ
て
い
た
だ
き

非
常
に
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。
研
究
を

通
し
て
得
た
リ
サ
ー
チ
マ
イ
ン
ド
を
も

ち
続
け
、
今
後
の
勉
学
に
励
ん
で
い
き

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

私
の
大
学
院
修
士
課
程
で
の
研
究

テ
ー
マ
は
学
校
歯
科
保
健
で
す
。

具
体
的
に
は
、
I
C
T
を
応
用
し

た
「
学
校
歯
科
保
健
支
援
シ
ス
テ
ム
」

を
導
入
し
て
、
口
腔
の
健
康
と
生
活
衛

生
習
慣
の
関
連
性
を
調
査
し
、ま
た「
噛

む
こ
と
の
重
要
性
」
に
着
目
し
た
保
健

教
育
活
動
を
小
学
校
に
て
行
う
な
ど
、

地
域
・
学
校
歯
科
保
健
の
推
進
を
支
援

し
て
い
ま
す
。

将
来
は
、
大
学
院
で
学
ん
だ
専
門
性

を
生
か
し
て
地
域
歯
科
保
健
の
推
進
に

貢
献
で
き
る
よ
う
な
行
政
職
と
し
て
活

躍
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

総
合
科
学
部 

社
会
創
生
学
科 

3
年

野
勢 

祐
樹 

（
の
せ 

ゆ
う
き
）

総
合
科
学
教
育
部 

臨
床
心
理
学
専
攻

博
士
前
期
課
程
1
年

湯
淺 

明
李 

（
ゆ
あ
さ 

あ
か
り
）

医
学
部 

医
学
科 

4
年

榎
本 

英
明 

（
え
の
も
と 

ひ
で
あ
き
）

医
学
部 

医
学
科 

4
年

前
田 

悠
作 

（
ま
え
だ 

ゆ
う
さ
く
）

口
腔
科
学
教
育
部 

口
腔
保
健
学
専
攻

修
士
課
程 

1
年

土
井 

登
紀
子 

（
ど
い 

と
き
こ
）
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平
木
先
生
の
授
業
、「
ア
ー
ト
創
生

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
は
、
大
学
院
生
と
社

会
創
生
学
科
１
年
生
を
対
象
と
し
て
い

ま
す
。

２
０
１
０
年
よ
り
徳
島
市
で
始
ま
っ

た
「
徳
島
Ｌ
Ｅ
Ｄ
ア
ー
ト
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
」
は
、「
徳
島
が
持
つ
水
と
緑
の

魅
力
に
、
芸
術
文
化
の
力
を
結
集
し
、

Ｌ
Ｅ
Ｄ
技
術
と
ア
ー
ト
が
融
合
し
た

「
Ｌ
Ｅ
Ｄ
の
光
」
を
生
か
し
た
新
し
い

魅
力
を
持
つ
「
水
都
・
と
く
し
ま
」
を

創
造
す
る
こ
と
、
そ
し
て
、
市
民
参
加

の
ま
ち
づ
く
り
、
滞
在
型
集
客
の
拡
大
、

ま
ち
の
に
ぎ
わ
い
づ
く
り
、
地
域
経
済

の
活
性
化
に
つ
な
げ
る
こ
と
を
目
的
と

し
、
新
町
橋
周
辺
の
川
辺
や
公
園
な
ど

学
生
た
ち
か
ら
何
か
を
引
き
出
す
、

ど
う
す
れ
ば
良
い
か
を
自
ら
考
え
る
よ

う
に
し
て
い
く
。

そ
う
い
う
教
え
方
の
原
点
は
、
ご
自

身
が
学
ん
だ
学
生
時
代
に
あ
り
ま
す
。

「
私
の
指
導
教
員
は
熱
心
に
教
え
て
く

れ
た
反
面
、
学
生
の
発
想
や
個
性
を
育

て
る
た
め
に
あ
え
て
黙
っ
て
見
て
い
る

だ
け
、
と
い
う
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。 

ま
た
卒
業
し
て
か
ら
、
絵
を
描
く
の
が

大
変
な
と
き
に
は
、
『
今
年
の
絵
は
良

か
っ
た
。
頑
張
っ
て
下
さ
い
。
』
と
励

ま
し
て
く
れ
た
こ
と
が
印
象
に
残
っ
て

い
ま
す
」

今
回
は
Ｌ
Ｅ
Ｄ
の
基
本
的
な
組
み
立

て
作
業
を
行
う
授
業
を
見
学
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
ま
ず
今
ま
で
の
「
Ｌ

Ｅ
Ｄ
ア
ー
ト
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
の
作

品
や
工
夫
な
ど
を
ス
ラ
イ
ド
で
見
た
後
、

グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
ま
し
た
。
電
源
に

配
線
を
つ
な
ぎ
、
接
点
を
加
え
て
Ｌ
Ｅ

Ｄ
に
つ
な
ぐ
と
、
接
点
の
位
置
で
Ｌ
Ｅ

Ｄ
が
様
々
な
色
で
発
光
す
る
と
い
う
も

の
で
す
。
簡
単
な
作
業
で
す
が
、
Ｌ
Ｅ

Ｄ
が
光
っ
た
と
き
に
は
学
生
た
ち
の
目

も
輝
き
ま
し
た
。

モ
ノ
を
作
る
こ
と
と
、
そ
れ
を
ア
ー

ト
に
応
用
す
る
こ
と
、
さ
ら
に
そ
の
発

想
を
「
人
に
役
立
つ
研
究
」
に
発
展
さ

せ
て
い
く
た
め
に
、「
右
脳
的
」
授
業
は
、

徳
島
大
学
に
と
っ
て
、
必
要
不
可
欠
な

存
在
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。

を
、
美
し
い
光
の
芸
術
で
ド
レ
ス
ア
ッ

プ
す
る
イ
ベ
ン
ト
で
す
。
先
生
の
教
室

で
は
初
年
度
よ
り
毎
年
参
加
し
て
作
品

を
出
し
て
き
ま
し
た
。

「
美
術
に
は
縁
の
な
い
よ
う
な
学
生

か
ら
、
か
え
っ
て
美
術
の
伝
統
や
手
法

に
染
ま
っ
て
い
な
い
面
白
い
も
の
が
生

ま
れ
る
場
合
も
あ
る
の
で
す
」

多
摩
美
大
出
身
の
先
生
の
授
業
は
、

「
右
脳
と
左
脳
の
バ
ラ
ン
ス
が
大
事

で
す
。
論
理
を
つ
か
さ
ど
る
左
脳
を
駆

使
す
る
人
が
、
非
論
理
の
右
脳
を
使
う

こ
と
で
、
違
う
位
置
か
ら
物
事
を
見
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。」
と
、
学
生
た
ち

の
発
想
に
可
能
性
の
広
が
り
や
ヒ
ン
ト

を
与
え
て
く
れ
ま
す
。

 

徳
島
大
学
の

研
究
者
の
卵
た
ち

私
は
、
大
学
院
薬
科
学
教
育
部
博
士

前
期
課
程
に
在
籍
し
て
お
り
、
生
き
た

細
胞
内
で
特
定
の
タ
ン
パ
ク
質
を
選
択

的
に
可
視
化
す
る
方
法
の
開
拓
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。
今
後
は
博
士
後
期
課

程
へ
進
学
し
、
現
在
の
研
究
を
さ
ら
に

発
展
さ
せ
、
よ
り
実
用
的
な
方
法
へ
昇

華
さ
せ
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
学
位

取
得
後
は
在
学
中
に
学
ん
だ
知
識
を
基

盤
と
し
、
更
な
る
知
識
と
技
術
の
向
上

を
目
指
し
、
国
外
の
研
究
機
関
で
研
究

に
携
わ
り
、
研
究
を
通
し
て
人
々
の
健

康
に
貢
献
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

私
は
、
口
腔
科
学
教
育
部
の
大
学
院

生
と
し
て
、
C
A
D
/
C
A
M
と
呼

ば
れ
る
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
技
術
を
使
っ
て

総
義
歯
（
総
入
れ
歯
）
を
製
作
す
る
研

究
を
し
て
い
ま
す
。
現
在
の
義
歯
製
作

法
は
、
50
年
以
上
も
前
か
ら
確
立
さ
れ

て
い
る
方
法
で
、
一
つ
の
義
歯
を
作
る

の
に
、
多
く
の
時
間
と
材
料
を
必
要
と

し
ま
す
。
そ
れ
が
こ
の
技
術
を
使
う
と
、

多
く
の
手
間
や
材
料
を
省
け
る
よ
う
に

な
り
、
診
療
室
で
の
患
者
さ
ん
の
負
担

も
減
ら
す
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
。
将

来
こ
の
技
術
を
使
っ
て
、
総
義
歯
が
製

作
で
き
る
よ
う
日
々
研
究
に
勤
し
ん
で

い
ま
す
。

私
は
創
薬
の
魅
力
に
惹
か
れ
、
創
薬

科
学
専
攻
の
大
学
院
に
進
学
し
ま
し
た
。

現
在
所
属
す
る
研
究
室
で
は
、
D
N
A

や
R
N
A
を
扱
う
核
酸
化
学
を
学
ん

で
い
ま
す
。
研
究
内
容
は
こ
れ
ま
で
の

医
薬
品
と
は
全
く
異
な
る
近
未
来
型
医

薬
品
と
し
て
、
核
酸
医
薬
品
の
開
発
を

目
指
す
と
い
う
も
の
で
、
今
は
人
工
的

に
改
変
を
加
え
た
D
N
A
の
創
製
を

行
っ
て
い
ま
す
。
十
分
な
成
果
を
出
し

て
海
外
の
学
会
で
発
表
す
る
こ
と
が
在

学
中
の
目
標
で
、
そ
の
た
め
に
日
々
試

行
錯
誤
し
な
が
ら
実
験
を
進
め
て
い
ま

す
。

私
は
胸
部
C
T
画
像
を
用
い
た
画

像
処
理
の
研
究
を
行
っ
て
い
ま
す
。
現

在
は
、
肺
が
ん
C
T
検
診
で
撮
影
さ

れ
た
経
時
画
像
を
用
い
、
タ
バ
コ
が
原

因
と
言
わ
れ
て
い
る
C
O
P
D
と
い

う
病
気
の
肺
気
腫
を
自
動
抽
出
し
、
喫

煙
状
況
に
よ
る
評
価
・
解
析
を
行
っ
て

い
ま
す
。

今
後
就
職
先
で
ど
の
よ
う
な
部
署
の

配
属
に
な
る
か
は
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、

勉
強
す
る
こ
と
を
怠
ら
ず
、
常
に
成
長

し
、
人
か
ら
頼
ら
れ
る
人
間
で
あ
り
た

い
と
思
い
ま
す
。

私
は
、
ゲ
ー
ム
と
教
育
を
融
合
し
た

“
実
世
界E

dutainm
ent

”
の
防
災
教

育
へ
の
応
用
、
特
に
A
R
（
拡
張
現
実

感
）
に
よ
る
リ
ア
ル
な
教
材
表
示
シ
ス

テ
ム
を
研
究
開
発
し
て
い
ま
す
。
こ
の

シ
ス
テ
ム
で
は
、
例
え
ば
、
学
習
者
が

物
語
に
沿
っ
て
街
の
あ
る
場
所
に
来
る

と
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
P
C
越
し
に
仮
想

の
液
状
化
現
象
が
合
成
表
示
さ
れ
ま
す
。

「
実
際
こ
ん
な
時
ど
う
す
る
？
」
を
よ

り
真
剣
に
考
え
て
も
ら
う
狙
い
が
あ
り

ま
す
。

私
は
中
学
生
の
頃
、
歴
史
を
題
材
に

し
た
ゲ
ー
ム
に
ハ
マ
っ
て
歴
史
に
詳
し

く
な
り
、
遊
ん
で
い
る
う
ち
に
楽
し
み

な
が
ら
学
べ
る
こ
と
に
興
味
を
持
ち
ま

し
た
。
そ
し
て
、
今
の
研
究
に
携
わ
っ

て
い
ま
す
。
将
来
は
、
防
災
も
含
め
人

の
役
に
立
て
る
シ
ス
テ
ム
の
研
究
開
発

に
従
事
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
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科
学
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部 

創
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学
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程 

2
年

傳
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将
也 
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で
ん
だ 

ま
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や
）

口
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学
教
育
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口
腔
科
学
専
攻
　

博
士
課
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1
年

松
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ま
つ
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た
か
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薬
科
学
教
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創
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学
専
攻

博
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前
期
課
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1
年

樋
口 

陽
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ひ
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よ
う
す
け
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先
端
技
術
科
学
教
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シ
ス
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ム
創
生
工
学
専
攻 

光
シ
ス
テ
ム
工
学
コ
ー
ス 

博
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期
課
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2
年

櫻
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宏
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う
す
け
）
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1
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学
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ア
ー
ト
は

右
脳
を
刺
激
し
、

左
脳
を

活
性
化
す
る


